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●�

冷
戦
後
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
東
と
南
の

脅
威

　

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
戦
線
」
は
、
冷
戦
期

に
お
い
て
は
東
で
あ
っ
た
が
、
冷
戦
後

は
も
っ
ぱ
ら
南
に
転
じ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

軍
部
隊
が
初
め
て
実
戦
に
臨
ん
だ
の
が
、

一
連
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
に
お

け
る
ボ
ス
ニ
ア
で
あ
り
、
９
・
11
ア
メ

リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
の
の
ち
は
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
平
和
維
持
活
動
を
展
開
し
、

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
で
は
リ
ビ
ア
で
の
軍

事
活
動
を
実
施
し
た
。

　

た
だ
、
今
日
に
お
い
て
は
東
方
の
ロ

シ
ア
と
の
緊
張
関
係
も
再
燃
し
、
そ
れ

が
南
方
に
も
影
を
落
と
し
て
い
る
。
そ

の
典
型
が
シ
リ
ア
で
あ
る
。
シ
リ
ア
問

題
は
、
同
国
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
ト
ル

コ
と
長
大
な
国
境
を
接
し
て
い
る
と
い

う
意
味
で
、
こ
れ
ま
で
の
、
ど
の
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
周
辺
地
域
の
紛
争
よ
り
も
直
接
的

に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
安
全
保
障
上
の
リ
ス

ク
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
ア

サ
ド
政
権
を
支
援
す
る
ロ
シ
ア
の
存
在

が
、
基
本
的
に
反
政
府
勢
力
の
側
に
立

つ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
に
有
効
な
手
立
て
を

取
ら
せ
な
い
で
い
る
。
し
か
し
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
シ
リ
ア
不
介
入
の
主
因
は
ロ
シ

ア
で
は
な
い
。
リ
ビ
ア
介
入
の
経
験
で

あ
る
。

　

中
東
地
域
の
紛
争
に
関
し
、
こ
れ
ま

で
唯
一
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
直
接
的
に
軍
事

介
入
し
た
の
が
リ
ビ
ア
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
リ
ビ
ア
の
ケ
ー
ス
は
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
中
東
関
与
を
検
討
す
る
う
え
で
、

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
。
リ
ビ
ア

で
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
国
連
安
保

理
決
議
一
九
七
三
の
採
択
を
受
け
、
米

英
仏
加
な
ど
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
を
中
心

と
す
る
国
々
が
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
や
カ
タ
ー
ル

な
ど
の
中
東
湾
岸
諸
国
の
参
加
も
得
て
、

軍
事
介
入
（
作
戦
名
「
オ
デ
ッ
セ
イ
の

夜
明
け
」）を
実
施
し
た
。
こ
の
作
戦
は
、

リ
ビ
ア
上
空
に
飛
行
禁
止
区
域
を
設
定

す
る
こ
と
で
、
リ
ビ
ア
国
内
の
一
般
市

民
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、「
保
護
す
る
責
任
」

（
後
述
）
に
言
及
し
た
初
め
て
の
軍
事

力
行
使
で
あ
っ
た
。

　

四
月
以
降
は
、「
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
・

プ
ロ
テ
ク
タ
ー
」
作
戦
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
が
指
揮
権
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
作
戦
は
同
年
一
〇
月
末
ま
で
継
続

し
、
カ
ダ
フ
ィ
大
佐
が
殺
害
さ
れ
た
の

ち
に
終
了
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
指
揮
権

が
移
譲
さ
れ
て
以
降
は
、
最
高
司
令
官

こ
そ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
欧
州
連
合
軍
最
高
司
令

官
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｕ
Ｒ
）
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
の
ス
タ
ヴ
リ
デ
ィ
ス
将
軍
が
務
め
た

が
、
作
戦
実
行
の
主
体
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

欧
州
各
国
軍
で
あ
っ
た
。

●�
リ
ビ
ア
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て

の
﹁
保
護
す
る
責
任
﹂
の
﹁
死

に
体
﹂
化

　

リ
ビ
ア
の
ケ
ー
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
と

し
て
ま
ず
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

小
林 

正
英

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

―
中
東
関
与
の
転
機
と
し
て
の
リ
ビ
ア
―

「
保
護
す
る
責
任
」
へ
の
影
響
で
あ
る
。

「
保
護
す
る
責
任
」
は
、
冷
戦
後
の
安

全
保
障
環
境
に
お
い
て
、
地
域
紛
争
や

内
戦
へ
の
注
目
が
高
ま
る
な
か
、
安
保

理
常
任
理
事
国
間
の
不
一
致
に
よ
り
、

明
示
的
な
安
保
理
決
議
を
得
ら
れ
な
い

ま
ま
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
軍
事
介
入
に
踏
み

切
っ
た
コ
ソ
ボ
紛
争
（
お
よ
び
国
際
社

会
が
沈
黙
し
た
ル
ワ
ン
ダ
）
を
教
訓
と

し
て
、
最
終
的
に
二
〇
〇
五
年
に
国
連

総
会
で
合
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従

来
、
人
道
的
介
入
の
基
準
や
実
行
が
曖

昧
で
あ
り
、
恣
意
的
な
（
不
）
介
入
と

の
批
判
が
絶
え
な
か
っ
た
が
、
一
定
程

度
の
明
文
化
に
よ
る
基
準
の
設
定
と
普

遍
的
な
規
範
の
装
い
を
与
え
る
こ
と
で
、

そ
の
よ
う
な
批
判
に
応
え
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。「
保
護
す
る
責
任
」

へ
の
合
意
は
伝
統
的
な
内
政
不
干
渉
原

則
に
風
穴
を
開
け
た
も
の
の
、
実
態
と

し
て
は
従
来
同
様
に
国
連
安
保
理
の
授

権
を
必
要
と
す
る
も
の
に
と
ど
ま
っ
た

た
め
、
常
任
理
事
国
間
の
不
一
致
に
よ

っ
て
機
能
不
全
に
陥
る
懸
念
は
残
っ
た
。

　

こ
の
「
保
護
す
る
責
任
」
が
実
際
に

初
め
て
国
連
安
保
理
決
議
に
つ
な
が
っ

た
の
が
リ
ビ
ア
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
リ
ビ
ア
へ
の
介
入
が

結
局
市
民
の
保
護
に
と
ど
ま
ら
ず
、
体

制
転
覆
に
ま
で
つ
な
が
る
も
の
と
な
っ

た
た
め
、
当
初
か
ら
リ
ビ
ア
へ
の
介
入
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の
承
認
に
消
極
的
で
あ
っ
た
中
露
両
国

（
を
含
む
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
諸
国
）
が
、
以

後
同
様
の
承
認
を
与
え
る
見
通
し
が
失

わ
れ
、
シ
リ
ア
の
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
に

影
を
落
と
し
た
。
リ
ビ
ア
以
降
、「
保

護
す
る
責
任
」
は
規
範
的
な
正
当
性
を

減
じ
た
と
と
も
に
、
安
保
理
に
お
け
る

拒
否
権
の
壁
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、「
死
に
体
」
と
化
し
た
。

　

結
果
的
に
、
シ
リ
ア
へ
の
介
入
で
は
、

集
団
的
自
衛
権
が
前
景
化
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
二
〇
一
四
年
、
ア
メ
リ
カ
の

オ
バ
マ
政
権
は
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
攻

勢
に
苦
し
む
イ
ラ
ク
政
府
の
要
請
を
受

け
る
か
た
ち
で
、
有
志
連
合
国
と
と
も

に
、
イ
ラ
ク
お
よ
び
シ
リ
ア
両
国
内
の

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
拠
点
に
対
す
る
武
力

行
使
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
国
連
安
保

理
決
議
に
よ
る
授
権
で
は
な
く
、
イ
ラ

ク
政
府
か
ら
の
要
請
を
根
拠
と
し
た
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
と
さ
れ
た
。
ま
さ

に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
そ
れ
を
設
立
根
拠
と
し

て
い
る
集
団
的
自
衛
権
は
、
国
連
憲
章

上
に
規
定
は
あ
る
も
の
の
、
安
保
理
の

統
制
を
受
け
な
い
た
め
、「
憲
章
の
内
、

安
保
理
の
外
」
と
も
い
わ
れ
て
き
た
。

い
わ
ば
国
連
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
の

「
緊
急
モ
ー
ド
」
で
も
あ
る
。
リ
ビ
ア

以
後
の
情
勢
は
、
東
西
間
の
緊
張
と
も

相
ま
っ
て
、
当
面
、
こ
の
「
緊
急
モ
ー

ド
」
が
常
態
化
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

●�

リ
ビ
ア
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て

の
同
盟
の
有
志
連
合
化

　

次
に
、
リ
ビ
ア
の
ケ
ー
ス
が
与
え
た

イ
ン
パ
ク
ト
は
、
同
盟
の
有
志
連
合
化

で
あ
っ
た
。
リ
ビ
ア
で
は
、
ア
メ
リ
カ

軍
は
、
作
戦
全
体
を
統
括
し
つ
つ
も
、

前
面
に
立
っ
て
武
力
を
行
使
す
る
こ
と

は
最
大
限
回
避
し
、
実
力
行
使
の
主
体

と
な
っ
た
仏
英
両
軍
の
行
動
を
支
援
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
ネ
ー
ブ
リ
ン
グ
」

（enabling

）
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
立

場
を
取
っ
た
。
穏
健
な
か
た
ち
で
は
あ

る
が
、
こ
れ
は
一
種
の
同
盟
の
「
部
分

稼
働
」
で
あ
り
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
ツ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
化
、
有
志
連
合
化
で
も
あ
っ
た
。

　

同
盟
の
有
志
連
合
化
は
、
脅
威
認
識

の
不
一
致
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
オ
バ
マ

政
権
下
の
ア
メ
リ
カ
が
「
世
界
の
警
察

官
」
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、
国
益
を
重

視
す
る
安
全
保
障
政
策
に
転
じ
た
こ
と

は
、
二
〇
〇
九
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
演
説
や
二
〇
一
六
年
の
『
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
』
誌
論
文
（
参
考
文
献
①
）

で
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、

シ
リ
ア
へ
の
武
力
行
使
に
踏
み
切
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
が「
イ
ス
ラ
ム
国
」

に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
民
間
人
の
処
刑
で

あ
っ
た
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。
結
果
、

地
理
的
に
も
歴
史
的
に
も
中
東
・
北
ア

フ
リ
カ
地
域
に
強
い
利
害
関
心
を
有
す

る
欧
州
諸
国
と
、
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に

は
、
脅
威
認
識
の
分
離
が
生
ず
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
脅
威
認
識
の
不
一
致
の

効
果
を
増
幅
し
た
の
が
、
オ
バ
マ
政
権

の
同
盟
の
信
頼
性
を
相
対
視
す
る
姿
勢

で
あ
っ
た
。
前
述
の
『
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ

ッ
ク
』
誌
論
文
か
ら
は
、
シ
リ
ア
の
化

学
兵
器
使
用
疑
惑
発
覚
後
も
、
そ
れ
ま

で
の
発
言
を
半
ば
翻
し
て
軍
事
介
入
を

行
わ
な
か
っ
た
背
景
に
あ
っ
た
の
が
、

オ
バ
マ
大
統
領
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
の
対

外
政
策
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
は

『
信
頼
性
』
フ
ェ
チ
」（m

akes a 
fetish of "credibility"

）
と
の
立
場

だ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
信
頼
性
こ
そ
は
、
従
来
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
生
命
線
で
あ
っ
た
部
分
で
も
あ

り
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
拘
泥
し
な
い
姿

勢
は
、
良
く
も
悪
く
も
実
務
家
オ
バ
マ

の
面
目
躍
如
で
は
あ
る
が
、
同
盟
の
あ

り
方
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
る
こ
と
と
も
な

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
認

識
が
正
し
け
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で

暗
黙
の
う
ち
に
そ
う
理
解
さ
れ
て
き
た

「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
＝
ア
メ
リ
カ
（
の
同
盟
）」

と
い
う
図
式
が
、
少
な
く
と
も
対
中
東

地
域
に
関
し
て
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

　

有
志
連
合
化
は
同
盟
内
部
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
リ
ビ
ア
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
そ
の
域
外
で
の
作
戦
実
施

に
際
し
て
、
対
象
地
域
の
国
々
の
作
戦

参
加
を
確
保
す
る
の
は
、
行
動
の
正
当

性
を
補
強
す
る
た
め
で
も
あ
る
が
、
冷

戦
後
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
構
築
し
て
き
た
域

外
諸
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
活

用
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
用
語
で
は
「
協
調
的
安

全
保
障
」）
も
、
域
外
に
対
す
る
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
有
志
連
合
化
と
い
う
側
面
を
持

つ
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
多

元
的
安
全
保
障
共
同
体
と
い
う
側
面
の

拡
張
で
も
あ
る
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き

で
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。

（
こ
ば
や
し　

ま
さ
ひ
で
／
尚
美
学
園

大
学
大
学
院
総
合
政
策
学
部
准
教
授
）
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